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衆議院財務金融委員会ニュース 

H26.2.28 第 186回国会第５号 

 

2月 28日（金）、第５回の委員会が開かれました。 

 

１ ①所得税法等の一部を改正する法律案（内閣提出第７号） 

  ②地方法人税法案（内閣提出第８号） 

・越智隆雄君（自民）から質疑終局の動議が提出され、採決を行った結果、賛成多数をもって可決されました。 

・①に対する修正案に対し、国会法第 57 条の３の規定により内閣の意見を聴取したところ、麻生財務大臣から、

「反対である」旨の発言がありました。 

・両案及び①に対する修正案に対し、寺田稔君（自民）、田沼隆志君（維新）、佐々木憲昭君（共産）及び鈴木克昌

君（生活）が討論を行いました。 

・①に対する修正案について採決を行った結果、賛成少数をもって否決されました。 

（賛成－民主 反対－自民、維新、公明、みんな、共産、生活） 

・①について採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

（賛成－自民、公明、みんな 反対－民主、維新、共産、生活） 

 ・①に対し菅原一秀君外２名（自民、民主、公明）から提出された附帯決議案について、竹内譲君（公明）から趣

旨説明を聴取しました。 

 ・採決を行った結果、賛成多数をもってこれを付することに決しました。 

（賛成－自民、民主、公明、共産、生活 反対－維新、みんな） 

・②について採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

（賛成－自民、公明、生活 反対－民主、維新、みんな、共産） 

 


